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R, 平和定
着, 更S国基礎的>8ITSR
構築目指'形態支援広U行V
*'｡ V国, 『平和定着及!国造	』
協力強化, 国際協力柱'
必要検討始考*'｡
(分野経験知見有'豪州協力
W思*'｡｣
( , 7-89:+関係深
東.K-L, GXY+Z;8[
等於地域紛争経験)*, 小
泉首相日本平和構築分野C
S積極的取	組E行決意示｡
*, 同演説同4554年6月, +Z;
8[訪問川口順子外務大臣 ｢+Z
;8[平和定着構想｣ 発表
, 日本積極的同国対'平和構築支
援行CU(表明｡
(取	組E, 日本紛争中紛争
集結直後国・地域対, 開発援助分
野RCS積極的平和構築支援
行CU転換点C｡

小泉首相>;-政策演説示\
｢平和定着｣ , 2
柱N構成\｡
第], 和平%,^8促進｡ 具体
的措置, 和平調停・仲介選挙支援
_行V｡ 紛争解決U,
紛争完全集結'以前N支援行C
平和/向N萌芽定着\`(重要
｡
第0, 国内安定・治安確保｡
具体的措置, 元兵士武装・動員解除,
法執行部門再建, 地雷・不発弾除去_
行V｡ 紛争終結後国・地域
, 国内治安極悪(復興・開
発S/支援足枷C	, 速
日本 平和構築/取	組E
－a－
安定治安確保重要｡
第, 人道・復旧支援	
｡ 具体的措
置, 難民・国内避難民帰還・再定住
支援, 復旧行｡
長年紛争中	苦人々
 ｢平和配当｣ 受, 人々
生活基盤確保, 回復重要	
｡
, ｢国造｣ , 政治, 経済, 教育,
 !", 人権・#$%&多岐
分野於'国家基本的枠組(構築
')｡ 紛争結果経済基盤*
	+政治・社会制度国基本的
枠組(,-破壊.), 政府
不在政府統治能力極脆弱
状態陥/)｡ 講師宅・地域0'
, 上述 ｢平和定着｣ 加1 ｢国造
｣ 向支援必要.｡
	

小泉首相234&政策演説於' ｢平
和定着国造｣ 対支援強化表
明受, ｢国際平和協力懇談会｣
福田内閣官房長官-設置.
(56)
｡
同懇談会, 国際平和協力理念, 我国
役割, 必要体制整備及7施策等8'
幅広+検討行)目的, 明石康・
元国連事務次長座長59人有識者
:/構成.｡ ;回会合経,
<==<年5<月 ｢国際平和協力懇談会報告書
(5>)
｣
, 小泉首相提出.｡
同報告書	, ｢国際平和協力理念枠
組(｣ (国際平和協力動向, 我国国際
平和協力基本的考1方) 0:7 ｢我国
国際平和協力現状課題｣ (日本国際
平和協力取組(現状, 我国国際平
和協力今後課題) 8'包括的整理,
分析行/)1	, ｢国際平和協力改善
強化方策 ―提言―｣ 次55項目
'｡
① 国際平和協力推進体制整備充実｡
② 文民専門家文民警察積極的派遣｡
③ :柔軟国際平和協力実施向
早急法整備行)｡
④ :幅広'平和協力活動取組?｡
⑤ 国際平和協力分野0' 一層
活用｡
⑥ 緊急人道支援本格的復興支援	
@ABC埋｡
⑦ 専門的人材養成研修派遣体制整備
｡
⑧ 国際平和協力関係者包括的DAE"
C確立｡
⑨ 安全対策確立, 補償制度整備｡
⑩ F支援促進｡
⑪ 国民理解深, 参加促進｡
	

<==G年H月, 日本政府開発援助戦略根
幹政府開発援助大綱 (大綱) 
5=年I見直., 新策定.｡
大綱, 日本政府開発援助於
政策的枠組(一番基本, 上位位置
-	
, -政府開発援助中期
政策, 国別援助計画・分野別42"J!K,
個別CL#$MN各段階0'策定,
実施.'｡
改訂, 従来 大綱制定.
5>><年5=年
経過, 日本
取巻+環境大+変化
受-	
｡
)環境変化, 次O点
｡ ①PL&QR化進展S<==5年T月
"EU同時多発JL契機, 途上
国開発国際社会課題重
要/, ②｢持続可能開発｣, ｢貧
困削減｣, ｢人間安全保障｣ 考1方,
｢平和構築 (平和定着0:7国造)｣ 
新分野, 国連定 ｢VW4"X開
発目標｣  Y議論重要
柱/', ③国内厳'経済財
北 星 論 集(経) 第ZZ巻 第[号 (通巻第Z9号)
－9－
政状況 戦略性, 機動性, 透
明性, 効率性確保	
求
, ④, , 大学,
地方公共団体, 経済界 参加主体
多様化, 幅広国民参加
	
求｡
改訂新・大綱
()
 , ①開発途
上国自助努力支援, ② ｢人間安全保障｣
視点, ③公平性確保, ④我国経験
知見活用, ⑤国際社会!"#協調連携,
$%基本方針&示', 重点
課題, 貧困削減, 持続的成長, 地球的
規模問題取組(, 
平和構築
&挙)｡
, 平和構築!% , 次
!*｡
｢開発途上地域!"#紛争&防止+
! , 紛争様々要因!包括的!対処+
重要,, 
取組一環
, 上記貧困削減-格差是正
 &実施+｡ !, 予防-
紛争下緊急人道支援!, 紛争終結
&促進+支援., 紛争終結後平
和定着-国/0支援*, 状況
推移!即平和構築!二国間及1
多国間援助&継2目0機動的!行｡
具体的! , &活用, 例'3和平
4567促進支援, 難民支援-基礎
生活基盤復旧人道・復旧支援, 元兵
士武装解除, 動員解除及1社会復帰
() -地雷除去&含8武器回収及1廃
棄国内安定治安確保支
援, !経済社会開発!加', 政府行政
能力向上含復興支援&行｡｣
, 小泉首相9:;<政策演説
｢平和定着国造｣ 平和構築支援
&日本国際協力柱!+決意&受#,
国際平和協力懇談会報告書!"現状課
題&整理'提言&踏*',
政策基本大綱!"
平和構築支援	
=>?@A@
明確!,｡
",  大綱改定&受#, B
年C月!円借款 (有償資金協力) 制度見直
行D｡ 
EF@ , ①円借款金
利見直等, ②平和構築支援対応,
③中進国!於#格差是正支援対応, 
C点,｡
G, 平和構築支援!関 次
!	｡
｢『地球環境・公害対策』, 『人材育成支援』
及1 『中小企業』 ! , 譲許性特!高供
与条件 (優先条件) &適用H, 今回

対象! 『平和構築支援』 &新!含
｡
!, 紛争後平和構築努力対象
国及1
周辺国!,	, 紛争影
響深刻地域人道状況改善, 復旧又 
復興!資+円借款案件!対特!譲許的
条件&適用+可能!, 紛争
疲弊地域!"
負担&軽減+形
経済社会開発&支援, 	地域平和
安定&図期待
(I)
｡ ｣
平和構築支援 , 
性格上主! 	
7J<K!	行D, 制度改定
!	円借款7J<K!於一定対
応可能	｡
	

日本平和構築分野!"本格的!外交
的取組(&行	 ILL年MN
和平実現&契機+｡ 
後, 紛争国・
地域復興-開発平和構築支援!向
#外交努力&継続行	｡
取組(主 次通
,｡
MN!関 , ILL年O月! ｢M
N復興閣僚会議｣ &主催, &受
# ｢MN復興国際委員会 (		)｣
議長&務｡ ILLP年Q月! ｢第R回M
日本 !"#平和構築取組(
－S－
支援国会合｣ 東京開催｡
	

年月発生二大政党間武力衝
突, 自由公正選挙実施働
等外交努力他国行, 翌
年実施総選挙資金人的支援
行
(  )
｡
東!"#$関, 	


年 ｢東!"#
$支援国会合｣ 開催｡
%&'()関,  ** 年+月
｢%&'()復興支援国会議｣ 東京
開催｡
,-./!0関,  ** 年
	 月 ｢!0於和平・復興関1
準備会合｣ 東京開催｡
(234関,  **5年6月 ｢(
234復興開発関1東京会議｣ 7開催
 ｢東京宣言｣ 採択｡
	

	



 **5年	*月+日, 特殊法人国際協力事業団
()  , 独立行政法人国際協力機構
(, 以下｢｣) 新()#8
切｡ 9,  **	年	 月閣議決定
 ｢特殊法人等整理合理化計画｣,  ** 年
臨時国会於 ｢独立行政法人国際協力機
構法案｣ 可決受:｡
本稿文脈, 1;<平和構築支援関
;=, 国際協力事業団法 (以下,
｢旧法｣) 独立行政法人国際協力機構法 (以
下, ｢新法｣) 間特筆1>変更点7:
｡
旧法目的規定次?
( 5)
｡
｢国際協力事業団, 開発途上:海外
地域(以下 ｢開発途上地域｣ ?｡)対1
技術協力実施並無償資金供与
開発途上地域政府対1国協力実
施促進及青年海外協力活動促進必
要業務行, 開発途上地域等社会開
発並農林業及鉱工業開発協力1
見地@9@開発必要資金国際協
力銀行@供給受97困難
A円滑供給図=, 9併B
技術提供1等業務行, 中南米地域
等C海外移住円滑実施必要業務
行, 並開発途上地域等大規模
災害対1緊急援助実施必要業務
行, 9@地域経済及社会
発展寄与, 国際協力促進資19
目的1｡｣
一方, 新法目的規定次通=:
( D)
｡
｢独立行政法人国際協力機構 (以下 ｢機構｣
?｡) , 開発途上:海外地域
(以下 ｢開発途上地域｣ ?｡) 対1技
術協力実施並無償資金供与開
発途上地域政府対1国協力実施
促進及開発途上地域住民対象1国
民等協力活動促進必要業務行,
中南米地域等C移住者定着必要業務
行, 並開発途上地域等大規
模災害対1緊急援助実施必要業
務行, 9@地域経済及社
会発展又復興寄与, 国際協力促進
資19目的1｡｣
以上通=, ｢9@地域経済及社
会発展｣ 加E ｢復興｣ 寄与19
7目的明文化｡ 9
平和構築支援CFGH8I87
明確化9
( J)
｡
新生 初代理事長, 緒方貞子氏
7迎E@｡ 緒方氏, 前・国際連合難民
高等弁務官長期;平和構築支
援携;｡ 同氏平和構築支援重
要性説K, 自身経験@ ｢現場
主義
( L)
｣  業務基本19目指
, 次?述>｡
｢開発援助 『現場』 7一番大事M思N
1｡ 現場働=N17, 『現場
北 星 論 集(経) 第DD巻 第+号 (通巻第DL号)
－O－
目』  『目』 ,
	
生仕組作
大切｡ 国連難民高等弁務官時代,
現場割職員状況,
現場学関係者懇談通新
思考生
｡ 姿勢,
共通思
( !)
｡｣
経歴, 考"方持#緒方氏理事
長就任, 新・大綱新法
平和構築支援明文化$
	%
&'()*($
, 独立
行政法人化$
	自律性従来比
高等相俟, 新生 平
和構築支援従来以上積極的推進+
方向決定,-｡
, 独立行政法人化受-, 従来
組織・業務.方抜本的見直, /
#柱0改革方針打1出｡ 
, 成果重視効率性見直, 透明性・
説明責任, 市民参加推進並2, 平和構
築・復興支援事業強化柱3#示
$
｡
	
	

独立行政法人 業務456
, 独立行政法人通則法基,7, 原則
次様89:;｡ ①外務大
臣中期目標 (<～=年>) 提示,
② 作成中期計画外務大臣認
可, ③ 作成年度計画外務大臣
届-出, ④自律的事業運営,
⑤外務省独立行政法人評価委員会業績
評価｡
以下, 中期目標, 中期計画年度計画
平和構築支援?認識$
,
言及$
検討｡
｢中期目標
( @)
｣ 於, ｢冷戦終了後,
紛争, 特地域・民族紛争頻発,
紛争予防, 緊急人道支援, 平和定着国造
+努力重要性, 従来増
高｣ 認識示｡

受- ｢中期計画
( A)
｣ 於,
｢開発途上地域等経済及社会発展又
復興寄与, 国際協力進+, 我
国開発援助政策枢要課題.｣ 
", 平和構築支援#総論部分
特次言及｡
｢冷戦終結以降後絶紛争, 人道
上問題引7起同時, 	

開発努力成果環境破壊｡ 
0
地域-平和構築支援開発観点0
国際社会大7問題., 今後積極
的役割果大変重要.｡ 	
+体制整備, 平和構築支援
中心的役割果部署設立
, 本分野関係職員, 本分野専
門専門家等研修実施｡ 本
分野経験持#人材活用7制
度整備本分野事業実施
際必要安全対策講B｡｣
, 表現内容$0,
政府外交方針則総合的援助実施
念頭置優良C5DE:(形成支
援, 等一般的F項目
(GH)
1平和構
築支援重要性	
対対応明記$

点注目$
｡
$0, ｢平成IJ年度計画
(GI)
｣ 於,
平和構築支援関次/点言及$


(G )
｡ ①平和構築支援+初動体制早期
立1上K5DLMN':L, 企画・立案,
援助動向分析担平和構築支援室設置
	機能強化
(GG)
, ②平和構築支援分野
人材登録引7続7推進, ③平和構築
支援関職員向-研修専門家
養成研修実施, 	充実図,
④平和構築支援係安全管理研修実施
充実図, 必要応B危機管理
OPQR;改訂行｡
日本 -平和構築S取組
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 	

 	

(出所) 国際協力機構()
(出所) 国際協力機構()

以上流	, 
平和
構築部分野概況協力方針包括的
整理 『課題別指針 平和構築支援』
(以下, ｢指針｣) 年月策定｡
｢指針｣ 
, 紛争予防, 解決平和定
着
軍事的手段予防外交, 軍縮,
調停政治的手段
限界開
発援助平和構築支援果役割重要視
 !", 開発援助
支援対象者地
域十分検討選定 "紛争助長
#!", 人々生命・生活・尊
厳脅$ 状態克服	個々
人持%可能性活$持続可能開発
実現
平和構築不可欠!",
背景示｡
#	, 
紛争経験国紛争
%要因抱	国々対, !
国々自身紛争回避安定的社会国
造取組&!"'基盤整
備持続可能開発向道筋提示
""(, 開発援助通)紛争発生可
能性最小限積極的役割果
必要"
(*)
｡
	

｢指針｣ 
, 平和構築支援概況, 
協力方針, 平和構築支援対+,-./,
今後課題, 0章$1成2 ｡
協力方針概要
次通｡
平和構築支援目的, ｢紛争%
構造的要因抱	国々, 一部地域
 散発的紛争抱	 国, 紛争
終結後国々対, !1国々自1紛
争回避, 長期亘2安定的発展取
組&!"'能力強化!
"｣ ", 平和構築支援 ｢紛争発生及3再
発予防, , 紛争2破壊
社会, 経済, 人々生活再生, #地域
国持続可能開発結3% 4,-
56｣ "位置7｡ #	, 
平和構築支援対象分野", 和解,
89:;6支援, 治安回復, 社会基盤整備,
経済復興支援, 社会的弱者支援, 人道緊急支
援<%挙=
(>)
｡
平和構築支援時間的推移% 
, 同
支援紛争前$1紛争中経紛争後
含&総合的,-56!"	,
紛争前 ｢開発支援 (紛争予防)｣, 紛
争終結後 ｢復旧・復興支援｣, 3#
以後 ｢開発支援 (紛争再発予防)｣ 分類

(?)
｡
平和構築支援基本方針"
, 復旧・
復興支援中心"積極的取組, 迅
速$%中長期的視点持2支援, 紛争予
防配慮強化, 紛争経験国・地域自身
平和構築@支援, 0点示 ｡
#, 効果的復興支援事業取進
配慮A'事項", 援助協調@
参画" 支援方針早期策定 (B:.
合同C.D+56E;F@参画, 援助協調
枠組@早期$1継続的関与), 緊急的
基礎生活G;HI復旧"中長期的復興支
援並行的実施 (緊急的基礎生活G;HI
改修"社会J.K6復旧, 中長期的復興支
援"6L.M超	支援,-NIM形成),
周辺国視野入支援, 外部OP.6
効果的活用, 紛争以外開発阻害要因, 移行
期於配慮事項 (国内情勢・政治的動向
見極, 和平交渉@影響考慮支援,
人道的C.DQ中心"支援, 事業
延期・中断・中止可能性考慮入
実施体制, 和平交渉当事者合法的 
状況協力), R点挙= ｡
最後, 迅速$%機動的対応可能
実施体制構築方策"
本部実施体制整備 (組織決定迅速化"関
連事業部間合意形成, 平和構築支援室体
制強化"情報集積, 発信), 現地実施体制
構築 (拠点事務所早期整備, 後方支援拠
日本 平和構築@取組
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	
(出所) 国際協力機構()
点体制整備), 支援要員迅速派遣 (緊
急援助, 	・
経験
人材情報蓄積, 登録, 予算弾力的運用,
手続迅速化), 安全対策 (安全確認調査
先遣派遣, 現地活動拠点設営, 安全情報
活動, 通信・連絡体制整備, 安全対策専門
員常駐派遣), 戦略的広報, 点指摘
｡
	


 	!"
緊急必要性基行開発調査
 ｢緊急開調｣ 呼, 計画策定
 !"収集, #	"・地域復興支援
$%&'策定, 応急的処置(緊急
)*+)事業実施,-.機能/持.｡
# 
0123年災害支援/目的(災害緊急援
助(創設, 4後民主化支援, 復興
開発支援, 緊急活動支援無償対象
拡大｡ 機材供与5建設工事678
9, 人件費:;<面支援対象=
｡
災害緊急援助8, 当初>?対象@A
, 海外於7自然災害ABC内戦等人
為的災害被災者救済/目的=｡
民主化支援8011D年度>?開始, 非民
主的体制崩壊(長期内戦等
集結((国A, 新選挙/実
施=EB@民意/反映=政府/構
成(B,,動/支援=E/目的
=｡
復興開発支援8011F年度>?開始, 緊
急・人道支援開発援助GH$期間
A紛争/経験(国・地域復興$
#/'I移行JE/目的=
｡
緊急活動支援無償8KLLL年度>?開
始, 大規模自然災害ABC紛争:
際我国 被災民対(行,緊
急人道支援事業/支援=E/目的=｡
A, E枠組M8KLLK年度B日本 
支援無償
(32)
統合｡
$%&'()
KLLK年度新設無償資金協力枠組
M, 開発途上国A7元兵士社会復帰,
小型武器回収, 民族融和等紛争予防・平和
構築資=$%&'必要資機材, 役
務/購入= 必要資金/供与=
, NO$P	無償枠内(
実施｡
対象分野8, 小型武器廃棄$%&
', 兵士除隊・社会復帰$%&', 平和・
和解/促進= 啓蒙活動, 子供:
戦争被害者精神的外傷対=QRO#)
O%, 民族間融和統合$%&', :
｡
ES供与事例(, ｢QOTU
於7平和構築包括的小型武器対策$
%&'｣ (QOTU, KLLK年度), ｢VWX
Y再統合計画｣ (Z[&\]^, KLLK
年度), ｢平和 _`Z$計画｣
(U<aY"O, KLL3年度) ｡
*+,)-./012
01b1年度導入草根無償資金協力
/, 人間安全保障考c/B強9反映
JEB@KLL3年度>?改組(
｡
開発途上国地方政府, 教育・医療機関,
ABC途上国活動酢 :現地
A実施=比較的小規模$P	
対(資金/供与=制度｡
KLL3年度予算規模80DL億円@A,
003Q国・地域A0dKD件実施
(KLLd年度予算同額0DL億円
(3b)
) ｡
支援対象分野8, VWXY能力向上
日本 A7平和構築e取組M
－03－
基礎教育, 紛争後難民・避難民帰
還, 難民・避難民母子保健, 地雷除去活
動, 等感染症対策, 	｡
	


平和構築支援
, 当該国復興・
開発
対	可能限早段階支援
開始
緊急的復旧
迅速

対応求	｡
,  !"#形成調
査, 技術協力, 緊急支援調査, 緊急無償, 一
般無償連携$図	
, ｢緊急復興支援
事業 (	
		

)｣
新
%&' 化$行, (実施
体制本部
国別 ｢復
興支援)*+・,&#｣ $, 現地-.
/
 ｢01#*21・,&#｣
$設置	3
, 必要調達制度改善
$図		｡
, 紛争終結後緊急的復旧
対応	従来45+	緊急支援調
査 (67	 ｢緊急開調｣) 緊急無償8
9$効果的
運用	3
, 専門家
等$通:;/<=4> $
活用	$目指3	｡
	

?@@A年小渕総理
	BC2政策演説$
受D, 翌@@年
日本政府
	拠出

創設E｡ 基金目的, 人間安全保
障視点
立国際社会直面	人間
生存, 生活, 尊厳等
対	多様驚異
取
組F国連機関
	 !"#$支援
	$通:人間安全保障考G方$具
体的活動
反映EH	｡ 支
援対象分野, 貧困対策, 難民・国内
避難民支援, 保健医療, 麻薬対策, 越境犯罪
挙I	｡

小型武器拡散防止$目的
, 日本政府
2JKLMN
OPPP年Q月
国連内

創設E｡ 不正武器移転予防, 紛争
集結地域
於D	余剰武器削減, OPP?年
国連小型武器会議0RK&, S
Q点$具体的目標	｡ 基金使途
, 調査・研究, TUV等啓発事業, 小
型武器回収・廃棄事業, 元兵士武装解除,
社会復帰, 警察等小型武器取締機関協力
挙I	｡

以上, 日本 
D	平和構築支援
取組W
9検討｡
冷戦終結後多紛争伝統的戦争
形異, 多様化, 複雑化	｡ 紛
争解決, 予防$目指支援方3

伴変化$求	｡
日本, 特
開発援助分野
於平和
構築支援
積極的
XU&#Y1#$
	｡ 宮崎2JKLMN, K"JZ1・0
+・ [%1紛争対応, 平和構築支援
重要性$示, 小泉首相J\政策演
説
於 ｢平和定着国造｣ $協力
中心積極的支援$行S$表明
｡ $受D設置E国際平和協力懇
談会報告｡ 提言$踏]G, 政府開発援助
() 大綱改定>制度見直$行｡
S, 政策-./対応具体化E
｡
一方, 実務-./
於, S政
策-./動^$受D	3
, 独立行
政法人化緒方貞子理事長就任S要因
3相俟, 平和構築支援
_!2#$大^
置｡
今後, S過程示E方針>整
備E制度
基`着実
支援$進
, ] 政策aD他分
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野含総合的国際協力政策, 平和
構築政策構築	
求｡

 項, 国際協力機構()
, 必要応以下注示関連
 !参照"｡
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2必要3	4 ｢時系列的包
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, 紛争各段階5	国際社会,
政治的・経済的・社会的政策選択肢広範
678.0選択9:3, 人権文
民保護問題対処極重要
3	4 ｢紛争予防手段包括性｣ ;
#側面0｡ <, 個々紛争#
	具体的手段3"=, 紛争
要因・当事者・態様・地域情勢等各紛争
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, 国際貿易>国際金融	="他分
野5?政策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十分考慮2
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 &'()関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.6地域協力現状
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7月), ｢5地域開発.6国際協力
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月), ｢平和構築於9地域協力役割｣
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活動｣ 『北星
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事8人) 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青年海外協力隊事業, ?@)海外'ABC
)事業及D草根技術協力等+.,
｢国民等協力活動｣ 規定 (第
条第:項第 号), ③開発投融資事業, 移住
者送出事業, 入植地事業及D移住融資事業
廃止, ④主務大臣E一般的監督規定
削除F (第!条)｡
 詳細次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,/2｡ ｢中期目標｣ 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計画｡
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次通;｡ ①政府外交方針及D援助方針
則;, 国別・地域別総合的3援助実施
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(LMN形成積極的支援, ②O
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各種事業形態総合的運用推進, ④各
開発課題事業実施関連知識・QRS
R恒常的蓄積, 事業関係者間共有
活用体制構築, ⑤+/知識Q
RSR集約・共有/., 事業経験体
系化援助手法改善, 国別・地域別及D分
野・課題別援助;方検討, 開発理論・
開発)"KT整理検討重点調
査研究質高., ⑥ " 情報共
有意見交換, 人事交流通U/実施機関相
互連携密, 事業実施当/4有
償資金協力連携強化努.｡
 ｢独立行政法人国際協力機構平成!年度計画｣｡
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 ｢平成年度計画｣ (独立行政法人
年月日	半年間計画) 於
同様項目言及
｡
 ｢平和構築支援室｣ , 年月組織改
編企画・調整部中設置
｡
 開発援助平和構築支援枠組位置
 !図表"参照｡
 各対象分野於 支援#$%&!
図表'"参照｡
 図表("参照｡
 日本支援無償資金協力｡ 日本
開発途上国・地域実施)経済・社会開発
及*緊急人道支援+,-./0対1資金
協力"行2制度3｡ 4制度, 従来草
根無償資金協力 (年度5草根・人
間安全保障無償資金協力改称) 5日
本対1実施
6支援,
年度日本 "対象1開始

緊急活動支援無償"統合1創設

｡ 日本対1行7
4

	支援"一元化1, 日本8支援
"一層効果的!効率的実施)4"目
指)｡ 具体的支援対象1, 草根9
:;直接役立!経済・社会開発協力事業
(開発協力事業支援), 日本 他
等協働)<=>&?@A型事業 (B
/C&連携支援), 緊急人道支援 (旧称
｢緊急活動支援無償｣, -DE=・+FG
0HI&A8資金供与"含J), KLM/
;物資輸送費支援, NM/,/9-G0原資
支援, 対人地雷関係支援3｡ (外務省O.
PLM0)
 外務省O.PLM0｡
 詳細!次"参照｡ 国際協力機構
() 付録Q ｢緊急的復旧$&R8
対応! ( 新 ｢緊急復興支援事業
(	
	)｣ (仮
称) 立S上T) 平成年U月版｣｡

赤根谷達雄・落合浩太郎編() 『日本安全保
障』 有斐閣
五十旗頭真() ｢外交戦略日本｣
『国際問題』 V(年月)
伊藤憲一編() 『現代予防外交論』 HI9W0
出版
稲田十一() ｢平和構築｣ 『国際問題』
V(年月)
稲田十一・吉田鈴香・伊勢崎賢治() 『紛争
	平和構築8』 論創社
大隈宏() ｢開発	平和8｣ 『国際問題』 
V(年月)
緒方貞子() 『私仕事』 草思社
外務省 『外交青書』 各年版
 『政府開発援助 () 白書』 各年版
草野厚(XXV) 『正1見方』 SYZ新書
() ｢冷戦後日本戦略｣ 添谷芳秀・
田所昌幸編 『日本東@-@構想』 慶應義塾
大学出版会
国際協力事業団() 『事業戦略調査研究 平和
構築：人間安全保障確保向 』
() 『調査研究 効果的復興・開発支援
援助枠組検討』
() 『日加合同平和構築評価調査報告書』
 『国際協力事業団年報』 各年版
国際協力事業団国際協力総合研修所(XXX) 『日本・
[\]合同?=^-OA 開発平和構築』
() 『援助潮流7本』 国際協力
出版会
国際協力事業団^W0・<=HK/0協力研究_
;&+(XXX) ｢^W0・<=HK/0｣ 『国
際協力研究』 (XXX年月)
国際協力機構() ｢独立行政法人国際協力機構
中期目標｣
() ｢独立行政法人国際協力機構中期計
画｣
(
) ｢独立行政法人国際協力機構平成年
度計画｣
() ｢独立行政法人国際協力機構平成`
日本 a 平和構築8取5組
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年度計画｣
() ｢課題別指針 平和構築支援｣
国際平和協力懇談会() 『国際平和協力懇談会
報告書』
斉藤直樹() 『新版国際機構論』 北樹出版
五月女光弘() ｢日本 占 
／役割｣ 『国際問題』 	
	
(年
月)
篠田英朗() 『平和構築法支配』 創文社
下村恭民・辻一人・稲田十一・深川由起子
() 『国際協力』 有斐閣
下村恭民・中川淳司・齋藤淳() 『大綱
政治経済学』 有斐閣
神余隆博編(	) 『国際平和協力入門』 有斐閣
高橋一生・武者小路公秀編() 『激動世界
途上国 紛争開発』 財団法人国際開発高等
教育機構
() 『紛争再発予防』 財団法人国際開発
高等教育機構
納家政嗣() 『国際紛争予防外交』 有斐閣
人間安全保障委員会() 『安全保障今日的
課題』 朝日新聞社
東野真() 『緒方貞子 難民支援現場』
集英社親書
・, ・(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高等教育機構
渡辺利夫・三浦有史() 『 (政府開発援)』
中公新書
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